
2011年3月11日、何がおこったか？

人々の生活はどうなったか？

今日はあのときの3月10日かもしれない。

明日、巨大地震と大津波に襲われ

原発が過酷事故をおこすなんて

夢にも思わず

何気なく暮らしている日常が

明日も続くと信じて疑わず

平穏に暮らしていた。

3月10日までは！

『原発を考える～やさしいトピック22』

福島第一原発事故から 13年がたち、
政府や財界はすっかり原発推進に舵を切っています。

裁判所もそれを後押しているかのようです。

悲惨な事故の記憶が風化してきて、

貴重な教訓がないがしろにされています。

放射能はそんなに危険ではない、
福島第一原発事故で健康被害はなかった、
電気が足りないから原発が必要、
原発は二酸化炭素を出さないから環境に良い、

などという噂も聞こえてきますが、本当でしょうか？

こうした状況に対し ◆このパンフのPDF版：下記サイト（下線で検索可）

「原発とは何かを考える」ためのパンフをつくりました。 から無料でダウンロードできます。

さて、原発をめぐる噂は実際どうなのか、 【 京都脱原発原告団 >市民運動の紹介 >

確かめてみましょう。 老朽原発うごかすな！実行委員会より >】

「原発の今 入門書」です。 ◆紙版（冊子とじ）：1冊 200円前後の任意カンパをお
まわりの方にも紹介ください。 願いします。送料実費… 1 冊なら定形外 140 円、2

～ 6 冊ならスマートレター 180 円で発送できます。
部数が多い場合は、ご連絡ください。

◆連絡先：老朽原発うごかすな！実行委員会

meisei@pp.iij4u.or.jp FAX:075-571-8871

（編集担当：吉田めいせい）

2024年3月10日発行

【もくじ】

(1) 2011年 3月 11日、何がおこったか？ 04
(2) 福島第一原発はなぜ過酷事故をおこしたのか？ 06
(3) 福島第一原発事故で東日本壊滅をまぬがれた訳は？ 08
(4) 福島第一原発事故の後始末はどこまで進展しているか？ 10
(5) 2023年から海に放出されているアルプス処理水はなぜ汚染水？ 12
(6) 福島第一原発事故による健康被害はないのか？ 14
(7) 国際組織の IAEA、ICRP、UNSCEARの本当の姿は？ 16
(8) 福島第一原発事故で避難した 16万人余は今は？ 18
(9) 除染廃棄物はどのように処理されているのか？ 20
(10) 原発とは、そもそも何が問題か？ 22
(11) 40年超え老朽原発は、どこが問題か？ 24
(12) 使用済み核燃料の再処理（核燃料サイクル）に未来はある？ 26
(13) 中間貯蔵施設と乾式貯蔵の本当の役割は？ 28
(14) 核のゴミ、最終処分場はどうする？ 30
(15) 原発で温暖化（気候危機）を解決できるか？ 32
(16) 危険な原発を裁判で止めることはできないのか？ 34
(17) 原発がないと電気が不足する？ 36
(18) 原発の電気を使わない暮らしをするには？ 38
(19) 原発が再エネ拡大を妨害？ 40
(20) 電気料金の内訳は、どうなっているか？ 42
(21) 有り余る電気を湯水のように使う社会で良いのか？ 44
(22) 原発を動かしてはならない 10の理由とは？ 46

切り取り

『原発を考える～やさしいトピック22』 冊子とじ［ ］冊

注 氏 名 Mail
文 郵送の場合は住所 FAX
票 同 上、Mail or Tel 注文可

コンパクトサイズのA 5 判（この紙の半分）

カラー版、全 48ページ！

22 のトピックをやさしく解説！

見開き完結で、

左ページは解説、右ページは図解など！


